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～第1回、まごころ繋がるアート展～

開湛則当:R7筆5髯26暫 (宵)13持
～R7年 6月 13首 (金)13峰まで

罠祟踊 :八豊希獲焔磐言黒の蔚磋(展祟農)
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答れ7攣 3月 18雷 (災 )におりなす八女はちひめホールにて
果の善箇鯉 センター讐理署の能酒進急長をお蒲きし、
層がぃ雰野・蕎部鞘 で新めての審簡銘啓罫饗を開催しました。
櫂鶏襲郎等からは稲獣難 摯諧貿、新雰程喬鯉 器、搬
後馨デイサービス彗禦請、櫂:がぃ署望裟括妥ゃグループホーム
のスタッフなど50名、蕎鰯 からは地践雹絲 センターや
譜軽外墨鯉 器の聖雅外墨隻稚集築守貿、外墨撃 諧貿、
程婆指稚生など29名の春罫79名蓼瑞がありました。
粋修の目的である①鷹撃響哲審諾農・蕎罐 哲啓勝翌鞍の線 笈び対雲響の鳥つ催駒を埋蜂する。
②括妥挺撃署導による櫂:がい響・蕎解響哲啓の脇士笈び欝態における、コーデイネーターの獲割笈び讐務に
ついて理解する。を審銀に勤話を視鋸し、清尖ヮークcグループワークを超じて、旅としての弔撃hや「菅審」
の足暴、超旱R曇岳、審経哲樽防翌軽の粥プ疑出写を華びました。曇覆にグループごとのフIリートークを∵
ぃ、層がぃ雰軒と蕎部雰野の妥‖鋸も崇ねて様芦な讐党奏換を%Pいました。
その後のアンケートでは「啓箇の語曇粥答はご旨嘗にとつて役笠つものでしたか」の項目に、ほとんどの方が
「はい」と回審されていました。蕎部雰野からは「騨 繕荘の行と妥‖鋸ができて良かった。権槃摯首荘の姑轟
も身につける必要があると懲じた。哲啓は芽が小さいうちに摘めるように欝態したい。」「蕎郎署の視常と習
がいのある方に欝しての視くが越うことを改めて感じた。」というコメントと、健:がぃ雰軒からは「湛

く
符の尋

に気づくこと、答摯しないことが共挙だと慧った。7めて当渉の余る轟いも寛糧そうと慧ぅ。」「識澄、哲審に
欝する畜き行、対服の狂考を再認銀できた。コーディネートしていく笠場として旨身の霧きを再確認したいと態
う」などのコメントがありました。最後に啓箇のま℃で櫂:がぃ分野・蕎部雰野におけるコーディネーターは健鶏
妬墨の要であると暫覧を鳥つこと、ポ湛明なケアの段階で哲啓の尋を摘む取り組みが大切であることを
改めて縫摯することができました。

～障がい者が虐待を受けたり、受けている所 を目撃した際はお電話ください～
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誤錦が貿に謎づき駿賭と暑くなってくる雫、警糠いかがぉ追ごしでしょぅか。
智の藤路はかたろい刹発署さんが製捧されたオリジナルキャラクターです。
濯普坐部の『暫、咲かせるプロジェクト』でも多くのアーテイストの棒驚が展示
されています。警糠に見てもらえると措しいです。
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令和6年度八女市障がい者基幹相談支援センター活動報告

扁談望裟を約憾されている雪がい署辱の奨又薮と蘭獣】   ※騨 経飼は筆 臀

(そ がない

【ゴ裟男髪】警3,980粋

【哲裟闘蕃】壇ど4,536イ準
宿荘サービス 冒響やΥ蠣の銀傘 度屠。控震 糧|の靭稲・督緒雙卍 離・平誓 難瞥楔・又皆瞥探
1866イ牛 521砕 570粋 3551砕 105粋 240粋

製部。継粥 聖鱈識紆 Υ甲 程婆蓼窮・荼歳留劃 糊 耀 智ぞ その下也

4931砕 2581樺 3051砕 78粋 531砕 117粋 44粋

<奨又薮について>
・霙題 は、356紹。粋 より40密膳恥。  鞠細訴墨鶉響は、94密。器 より17密膳恥。焚量は、29紹。
・騨 経飼の稲談も伽筆越りで、稽幣酔 の割答が堂警蓼ぃ。
挫 努髪ゃ睾 鉗碁については、欝4度より睾 努眠は280粋落恥。睾 鉗答は許筆農金み。
<稲談粥碁について>

箔荘サービスの約開に出する髪狭が1警多く、笑犬では整撚の38%、覧豊では塾撚の67%と兇置では笑撃
がサービスの羅獣である。
笑犬では控震・翌接に曽する受機、象卦。程群に曽する髪髪、ポ毀窮岩層に曽する笠装の姉資になっている。
サービスについて簡 露の稲歌が多く、強弊、笑と鶴ゎるの力齢 あり、選篭翡努鐙微D稲歌ヵ躍ぇてきてぃる。
選媛については、繕椰 へのつなぎや辞

う
餅してぃるケース、情義がなく蒙挨が展渫してぃるケース馨多晨に鑽

り、紫又、家族、盤爆離 馨と整鴇しながら髪裟を∵つている。
ひきこもり催間のケースも多く、下也経治と定島弱な誘諧を継議しながら、関稼樫を濡案している。ゲームに興課
がある行には、砧践鱈劃笈狭センターかたろいの活劃である「eスポーツ企画チーム」への努瑞を岸びかけ、経婆
蓼瑞のきつかけ作りをサポートしている。
筆彎、覚豊のサービス準需粋薮が藉瑞してぉり、電明なサービスの約将を∵うために、約焉の琶扇を縫緊し、
宿荘サービス朗界の、犠粂製聾濃製 の留将なども礎繁し、覚豊にあつた望狭を保護箸と議誤してぃる。利焉署藩
に与話ぃ、事禦器も増えているが、皇きを深さないといけない均ギ覗:がぁる。ゲ顔ではぁるが、辞冒型の約将の
稲談もあり、博 堅辞Yの製 器にはマツチできずに平猟の約穏に差っている。また、林豊穣の受豊の稲談もあ
り、サービス以外に見践で街が凸柔るか凸弓棲乗してぃる。啓隼、筆婁党の係謹箸から| 報ゞ の選策やサービスの
稲歌などが、量摯ゃ卦箇霜駄にもあり、等飼髪肇袋義紙ゃ謝 招撻尋羅室のどい、晟誤覆の通ごし行を知りたいと
の意見が多いため、琴卑贋は、「| 繋ゞ 天尊に島けた要朝婆」を出灌宇甦としてぃる。
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【実人数 :300名 】

41名

(13%)

1名

(0%)
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1名
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障がい児

【実人数 :56名 】
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(0%)
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357粋 371粋 299粋 99。 1砕 170粋 1,913粋 160粋

リーベルネット影中ク会議
リーベルネットワーク会轟を3月 14日 (整)に開灌しました。馨箇
軍慶栗に出灌しており、八豊希の櫂:がい繕荘に聞わる事業計や
曽潔離 など綺50整が禦まつて肇し各ぃを垢Fいました。
祭番録 として、『g盤鋸銅』『:峯呈竪緩暢義婆」曲ピがぃ
棒監驚ぉょび段実勢雹、良かせるプロジエクト」』『甲露
観 望事禦』についての霧蕃をしました。
協議掌損として、建 器における掌最(アクシデント)の封態と、羨軍度の耕膠茎歯」についてグループに参
かれて意見を島し各いました。尾題を∵うので、でを進離する新当にはヒヤリ八ットの絆極を卍覇弱に∵
つている」鵡聟実インシデントだけでなく、望油なことでも行政に霧書を行うようにしている」など利用署と
職員を守ることに繋がることの意見が多く楽がりました。鮮穆さ歯では「スマホなどによる彎進なネット
雅梨」避提のパ選騒に曽わること」聘幣雨盤 な操誰箸への笠磯兵鵡乳など糠芦な署党をいただきまし
た。いただいたご意見は、今後のま毛昼歯に活かしていきます。

『かたろい』 らのお知らせ

野録鶴磯!

みんなで飛ばすジェット風諮
緊しかったです

きいろんデイ☆

贄こを野につけ
撃なの解!
= 鞘 諸雪で _
食べ啄きを築もみました

ティーチャーズ・トレーニング

ペアレント・トレーニング
から14名の行に受轟していただきました。望需署の話を少しご紹外いたします。

碁なので、継議してできるよう、心がけたいです。鋸が変わらないと子どもも変わ
らないと暫めて教えていただけたと思います。
。当i券普茸を覚置すきつかけになりました。営写のためにと思つて参瑞を階めたペアトレでしたが、撃たち、そし
て躍営葺が支警だったと慧ぃます。参加してよかつたです。

る誘と後ではできることも増え、ほめると措しくてほほぇむ、手でのグッドサ
インもしてくれるようになりました。

・蓼瑞新は子供をほめることは少なく、子どもと楽しく経び、笑顔を多く等晟し、大切な澪には無つてとぃぅ
聾濃をしており、無つた日は嫌な堂暫だったとぃぅィメージで終えて

さんか        じぶん

いましたが、参加してからは自分の

選狼設も増え、懸らなくてもΥしくTく考髪を知ることができて?営勢がきっくないやり行があるという

こほ

彗禦器

すぐ| できる

中

O
ア で 卜

る

て

ペアトレ
磐絹6軍慶はペアレント・トレー 4名、テイーチャーズ・トレーニンングに

をあげた子が、

のを知ることんヾできて′醸が蟹かになりました。

葉器してぃただきましたl i



ごあいさつ 八妾詩盤藤藉益黙笙
築藉維掌鶏需要 4督 蟹賛

この4月から八女希の控震繕荘部長を務めます。指荘をはじめとして道路や
敦
う
誉、縫渾などいろいろな雰野の任拳をしている半獲器ですが、紺は繕荘
分野の程談が少なく、これからは啓暫、多くのことを勉強しながら粧拳をして
いかねばならないと、自分に気合を入れているところです。

さて、藉維の任拳をしていると「望狭」とぃぅ讐葉にたびたび凸会ぃます。これは、「困つている人に 力 を貸

して筋ける」という意除の心 のこもつた言葉です。ただ、この支援という行 いを「受ける人」と「提 供する人」

に参け固めたとたんに、上下関際をイメージさせるどこか滞めた言葉に変わるような気がします。

このまちに暮らすすべての人々 が、それぞれの個性に応じた獲割を壇い、互いに支えあう幅平整のまちづく
り」。秩秀ながら私もこの粧拳を通してそんなあたたかい砧践づくりの管筋になれたならと思つています。
どうぞよろしくお願いします。
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～Npo援災リーベがレの紹群～
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八女市障がい書工帯祖醸支援センター
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八女地区臣喜 書地域生活支援拠点センター

すいれん

おおいけ かみよこやま,S、 くしかいしよでく   にしむら
大池 (上横山福社会所属)・ 西村

山村 ・堤・ 西村 ・大塚センター長

失野

ち とヽ き盗ヽつどうしえん

地域活動支援センター かたろい

おおつぱ   ぃちやま  おおが  うしじま
大坪 ・ 市山 ,大賀 ・牛嶋

堤 ・金納・ 牛嶋 ・森

山村 。大塚センター長

・大賀

・鶴田

たいしょく      し
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リーベルが将家蓄雷諧告にあつた頃から鋲えると、10筆双工罰霧してぃましたが、3月末をもつてリーペ
ルを退箱いたしました。おと黒になつた皆様に∵界なご裟蓼ができなかったことが心残りですが、警標か
ら研ましの讐巽や多くの温かいお言葉をいただき、心より懲鉛しています。またいつか妃売八豊の繕荘に
貢歌できればと考えております。紫雪にありがとうございました。(井亨自突闘)

欝 頭畿爾
あんない

☆★☆ホームページのご案内☆★☆  働 簿韓ミ観
望髪災のホームページでは、八妾亀壷の指荘季禦器の情祭や皇き糟霜、剋娠からの
お知らせ、公暴や研修祭蕃等、様々な情報を発信しています。ぜひ、ご活用ください !

*事業所の情類や空き状 況に変更があつた際は、お知らせください*


